
2021年（令和3年） 10月1日 金曜日（第3種郵便物認可）鉄鋼（3）

https://w
w
w
.japanm

etal.com
/subsc ０１

２
０―

３
０
０
３
９
１

購
読
の
申
し
込
み

日
本
製
鉄
が
呉
の
高
炉
休
止

日
本
製
鉄
が
呉
の
高
炉
休
止

プライメタルズ協同契約
脱炭素技術ＳＩＰ市場投入へ脱炭素技術ＳＩＰ市場投入へ

独ティッセン子会社が開発

中
径
角
市
況
15
万
円
到
達

中
径
角
市
況
15
万
円
到
達

東
京
地
区

一
部
流
通
16
万
円
提
示

光
洋
商
事
が
Ｈ
Ｐ
刷
新

若
手
・
中
堅
社
員
で
企
画

水
銀
排
出
抑
制
の
取
り
組
み

20
年
度
自
主
基
準
達
成

鉄
連
・
普
電
工
・
鋳
鍛
鋼
会

サステナビリティ
レポートを発行

リバーＨＤ

3
地
区
炉
前
平
均

前
週
比
759
円
高

鉄
源
協
9
月
4
週

業
績
予
想
修
正

新
家
工
業
上
振
れ

4
―
9
月
期

三
晃
金
属
工
業
も

中
間
・
通
期

評
価
支
援
業
務
に

日
鉄
総
研
が
採
択

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

新
報
国
製
鉄
は
、
き
ょ
う
10
月
1
日
付
で
「
新
報
国
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
」
に
社

名
を
変
更
し
た
。
1
9
4
9
年
以
来
72
年
間
親
し
ま
れ
、
愛
着
の
あ
る
前
社
名
の
「
新

報
国
」
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、「
マ
テ
リ
ア
ル
」
と
組
み
合
わ
せ
た
。
常
に
時
代
の
一
歩
先

を
行
く
金
属
材
料
を
は
じ
め
、
幅
広
い
機
能
性
材
料
を
提
供
で
き
る
企
業
と
し
て
、
さ

ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す
。
成
瀬
正
社
長
に
社
名
変
更
へ
の
思
い
、
中
・
長
期
施
策
な
ど

を
聞
い
た
。

―
―
社
名
を
変
更
す
る
に

至
っ
た
経
緯
か
ら
。

「
歴
史
を
ひ
も
解
く
と
、

レ
ア
ア
ー
ス
を
手
掛
け
る
三

徳
と
同
じ
ル
ー
ツ
で
あ
る
旧

三
徳
工
業
が
、
特
殊
鋼
製
造

部
門
と
し
て
川
越
工
場
を
設

立
。
そ
の
後
、
三
徳
工
業
は

川
越
工
場
向
け
の
原
料
を
製

造
し
て
い
た
秋
田
工
場
を
閉

鎖
し
、
富
山
県
で
同
様
の
原

料
を
作
っ
て
い
た
報
国
製
鉄

と
川
越
工
場
が
49
年
10
月
に

対
等
合
併
し
て
、
新
報
国
製

鉄
が
発
足
し
た
。
よ
く
普
通

鋼
電
炉
メ
ー
カ
ー
に
間
違
え

ら
れ
た
経
験
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
何
度
も
社
名
変
更
を
検

討
し
て
き
た
が
、
今
回
契
機

と
な
っ
た
の
は
、
2
0
2
0

年
に
発
表
さ
れ
た
東
京
証
券

取
引
所
の
市
場
再
編
。
当
社

は
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
に
上
場
し

て
い
る
も
の
の
、
22
年
4
月

に
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
鞍
替

え
す
る
。
今
ま
で
以
上
に
株

主
を
大
切
に
し
、
一
般
投
資

家
へ
の
Ｉ
Ｒ
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
り
、
実
態
を
よ
り
理

解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。そ
の
入
口
が
社
名
。

当
社
は
シ
ー
ム
レ
ス
パ
イ
プ

用
工
具
を
手
掛
け
る
と
と
も

に
、
近
年
は
低
熱
膨
張
合
金

を
主
力
と
し
、
耐
熱
・
耐
摩

耗
鋼
や
チ
タ
ン
合
金
、
錫
合

金
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
開
発

型
の
特
殊
合
金
メ
ー
カ
ー
と

し
て
着
実
に
進

化
し
て
お
り
、

事
業
の
実
態
を

表
す
社
名
に
変

え
よ
う
と
考
え

た
。
新
社
名
は

候
補
を
選
定
し

た
上
で
社
員
が

投
票
し
、
社
内

外
で
愛
着
を
持

た
れ
て
い
る

『
新
報
国
』
を

残
し
、
さ
ら
に

新
材
質
の
開
発
、
製
造
に
挑

戦
す
る
力
を
体
現
す
る
言
葉

と
し
て
『
マ
テ
リ
ア
ル
』
を

選
び
、皆
の
総
意
と
し
て『
新

報
国
マ
テ
リ
ア
ル
』
で
決
ま

っ
た
」

―
―『
新
報
国
ブ
ラ
ン
ド
』

が
定
着
し
て
い
る
。

「
鋳
物
は
古
代
か
ら
の
ロ

ー
テ
ク
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
最
先
端
と
呼
ば
れ
る
分

野
も
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
で
会
社
存
亡
の
危
機

に
遭
遇
し
て
も
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
社
員

一
丸
で
ま
い
進
し
た
構
造
改

革
と
と
も
に
、
先
人
達
が
築

い
た
技
術
力
に
拠
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
小
さ
な
鋳
物
会

社
な
が
ら
研
究
部
門
を
持

ち
、
情
熱
を
持
っ
て
材
料
開

発
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
具

現
化
し
て
き
た
現
場
の
力
が

『
新
報
国
』
と
い
う
言
葉
に

は
宿
っ
て
お
り
、
当
社
の
精

神
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な

っ
て
い
る
。
引
き
続
き
新
報

国
ブ
ラ
ン
ド
を
浸
透
・
発
展

さ
せ
る
」

―
―
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
、
新
製
品
の
拡
販
を

打
ち
出
し
て
い
る
が
、
今
後

の
方
針
は
ど
う
か
。

「
半
導
体
や
フ
ラ
ッ
ト
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
製
造
装

置
関
連
分
野
へ
の
依
存
度
が

高
く
、
次
の
収
益
柱
を
育
成

す
る
た
め
、
そ
の
他
分
野
に

対
す
る
新
製
品
を
開
発
・
拡

販
す
る
。
耐
熱
・
耐
摩
耗
合

金
や
、
耐
腐
食
新
合
金
分
野

で
塩
素
に
強
い
耐
腐
食
合
金

『
Ｅ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｓ（
イ
グ
ニ
ス
）』

を
開
発
し
て
お
り
、
ご
み
焼

却
炉
火
格
子
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
ボ
イ
ラ
ー
部
品
向
け
で

市
場
に
本
格
投
入
す
る
。
こ

の
ほ
か
、
航
空
機
や
ド
ロ
ー

ン
な
ど
次
世
代
飛
行
体
、
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
向
け
な
ど
で
採

用
を
目
指
す
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
炭

素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
）
成
形
金
型
向
け
低
熱
膨

張
イ
ン
バ
ー
合
金
、天
文
・
宇

宙
分
野
で
試
作
が
進
捗
中
の

耐
低
温
ゼ
ロ
膨
張
合
金
、
さ

ら
に
固
体
燃
料
電
池
（
Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ｃ
）
部
品
へ
の
使
用
に
照

準
を
合
わ
せ
て
い
る
高
温
域

で
も
膨
張
し
な
い
熱
膨
張
制

御
合
金
の
基
礎
開
発
に
成
功

し
た
。
こ
れ
ら
新
合
金
は
最

重
要
部
品
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
需
要

家
の
品
質
確
認

・
認
証
が
長
期

に
及
ぶ
た
め
、

3
―
4
年
後
を

め
ど
に
売
り
上

げ
に
結
び
付
け

て
い
き
た
い
」

―
―
研
究
開

発
体
制
の
強
化

に
も
注
力
し
て

い
る
。

「
20
代
、
30

代
の
若
手
研
究

者
を
中
心
に

次
々
と
新
し
い

材
質
を
開
発
し

て
い
る
。
近
年

は
鋳
造
技
術
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
、
鋳
造

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
湯
流
れ

解
析
や
凝
固
解

析
の
高
精
度
化

を
追
求
し
、
溶

解
技
術
の
水
準

を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
誘

導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
分
析
装
置

を
導
入
す
る
な
ど
、
研
究
開

発
体
制
を
強
化
し
た
。
高
炉

メ
ー
カ
ー
技
術
者
Ｏ
Ｂ
や
大

学
院
修
了
者
を
採
用
し
た
ほ

か
、
社
員
の
博
士
課
程
修
了

を
進
め
る
な
ど
次
世
代
を
担

う
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に

も
力
を
注
い
で
い
る
」

―
―
製
造
現
場
に
お
け
る

競
争
力
向
上
は
ど
う
か
。

「
三
重
工
場
は
若
手
を
中

心
に
温
度
や
酸
素
、
水
素
の

管
理
を
徹
底
し
、
鋳
造
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
用
化
に

漕
ぎ
着
け
る
な
ど
飛
躍
的
に

品
質
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

今
後
は
多
能
工
化
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
生
産
効
率
を
さ

ら
に
高
め
、
人
件
費
削
減
と

外
部
委
託
作
業
の
内
製
化
に

つ
な
げ
る
。
一
方
、
溶
解
技

術
を
改
善
す
る
こ
と
に
伴
う

原
料
コ
ス
ト
削
減
や
歩
留
ま

り
向
上
を
は
じ
め
、
溶
解
時

間
の
短
縮
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
や
品
質
向
上
、
納
期
短

縮
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

不
良
率
低
減
も
大
き
な
テ
ー

マ
だ
。
過
去
5
年
間
で
発
生

し
た
不
良
品
の
原
因
分
析
と

発
生
防
止
対
策
を
講
じ
て
き

た
が
、
こ
れ
が
各
現
場
で
定

着
し
て
い
る
か
を
総
点
検

し
、
改
善
す
る
」

―
―
最
後
に
中
・
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、

今
後
の
意
気
込
み
を
。

「
引
き
続
き
研
究
開
発
体

制
の
強
化
、
製
造
現
場
の
競

争
力
向
上
、
新
製
品
の
拡
販

な
ど
に
取
り
組
む
。
次
世
代

を
担
う
人
材
の
育
成
に
も
よ

り
一
層
力
を
注
ぐ
。
新
社
名

を
掲
げ
、『
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

答
え
る
だ
け
で
な
く
、
材
料

開
発
を
通
じ
て
社
会
を
変
え

る
』
と
言
う
心
意
気
で
、
次

の
飛
躍
を
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
る
」（
濱
坂

浩
司
）

9
月
29
日
、
呉
の
高
炉

の
火
が
消
え
た
。
2
0
2

3
年
度
に
下
工
程
を
止

め
、
60
年
余
り
の
製
鉄
所

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
。

日
本
製
鉄
は
昨
年
に
一
時

停
止
し
た
和
歌
山
の
高
炉

1
基
も
再
稼
働
せ
ず
、
先

月
末
に
恒
久
休
止
に
。
鹿

島
の
高
炉
1
基
も
今
後
休

止
し
、
減
少
が
見
込
ま
れ

る
国
内
需
要
に
合
わ
せ
て

能
力
を
削
減
す
る
。
国
内

の
生
産
体
制
を
抜
本
的
に

変
え
、
収
益
力
を
高
め
る

の
は
激
化
す
る
国
際
競
争

に
勝
ち
残
る
た
め
。
日
本

の
産
業
全
体
の
競
争
力
向

上
に
も
つ
な
が
る
強
い
鉄

鋼
業
の
再
構
築
に
向
け
た

改
革
が
動
き
出
し
て
い

る
。高

度
経
済
成
長
に
沸

き
、
五
輪
景
気
を
迎
え
た

1
9
6
2
年
、
日
新
製
鋼

は
呉
製
鉄
所
（
広
島
県
呉

市
）
の
第
1
高
炉
に
火
を

入
れ
、
念
願
の
銑
鋼
一
貫

メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
。
日

亜
製
鋼
と
日
本
鉄
板
が
合

併
し
日
新
製
鋼
が
発
足
し

て
か
ら
3
年
後
の
こ
と
。

同
社
唯
一
の
鉄
源
と
し
て

熱
延
コ
イ
ル
を
供
給
し
、

特
に
自
動
車
用
を
中
心
と

し
た
特
殊
鋼
鋼
板
は
今
も

高
い
シ
ェ
ア
を
誇
る
。

日
新
製
鋼
を
17
年
に
子

会
社
化
し
、
20
年
に
統
合

し
た
日
本
製
鉄
は
需
要
の

減
少
を
考
慮
し
、
比
較
的

規
模
の
小
さ
い
呉
の
高
炉

2
基
の
う
ち
第
2
高
炉
を

昨
年
に
停
止
。
五
輪
後
の

9
月
に
第
1
高
炉
の
火
を

止
め
、
23
年
度
上
期
に
下

工
程
を
停
止
し
、
瀬
戸
内

製
鉄
所
呉
地
区
を
閉
鎖
す

る
。
関
西
製
鉄
所
和
歌
山

地
区
の
高
炉
2
基
の
う
ち

1
基
を
昨
年
の
需
要
急
減

時
に
止
め
、
そ
の
ま
ま
恒

久
停
止
へ
。
需
要
に
合
わ

せ
て
生
産
体
制
を
構
造
的

に
改
革
し
、
保
有
高
炉
を

15
基
か
ら
今
年
に
11
基
、

25
年
に
東
日
本
製
鉄
所
鹿

島
地
区
の
高
炉
2
基
の
う

ち
1
基
を
止
め
て
10
基
に

絞
り
込
む
。

日
本
製
鉄
の
橋
本
英
二

社
長
は
今
年
の
年
頭
あ
い

さ
つ
で
「
国
内
製
鉄
事
業

を
再
建
す
る
。
戦
略
商
品

へ
の
積
極
投
資
に
よ
る
注

文
構
成
の
高
度
化
、
技
術

力
を
収
益
に
結
び
付
け
る

設
備
新
鋭
化
、
商
品
と
設

備
の
取
捨
選
択
に
よ
る
集

中
生
産
に
よ
っ
て
収
益
力

を
回
復
す
る
」と
述
べ
た
。

複
数
の
製
鉄
所
を
抱
え
る

高
コ
ス
ト
構
造
の
変
革
に

乗
り
出
し
、
市
場
が
好
転

し
て
も
設
備
休
止
の
計
画

を
見
直
さ
ず
、
収
益
の
改

善
を
推
し
進
め
る
。
8
月

に
は
22
年
3
月
期
の
業
績

予
想
の
大
幅
な
上
方
修
正

を
公
表
し
た
。

「
Ｖ
字
回
復
の
主
な
理

由
は
3
点
。
昨
年
実
行
し

た
抜
本
的
な
コ
ス
ト
対

策
、
一
貫
能
力
の
絞
り
込

み
に
よ
る
注
文
選
択
の
効

果
、
そ
れ
と
海
外
グ
ル
ー

プ
会
社
の
収
益
向
上
が
大

き
く
貢
献
し
た
」（
森
高
弘

副
社
長
）。生
産
体
制
の
改

革
の
効
果
を
本
格
的
に
得

る
の
は
こ
れ
か
ら
。
収
益

力
を
取
り
戻
し
、
グ
ル
ー

プ
粗
鋼
1
億
㌧
に
向
け
、

成
長
市
場
の
海
外
に
資
源

を
投
じ
て
い
く
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
は
東

日
本
製
鉄
所
京
浜
地
区
の

高
炉
1
基
を
23
年
9
月
め

ど
に
休
止
し
、
高
炉
を
現

状
の
8
基
か
ら
7
基
と
す

る
。
神
戸
製
鋼
所
は
17
年

に
神
戸
製
鉄
所
の
高
炉
を

止
め
て
加
古
川
製
鉄
所
の

高
炉
2
基
体
制
と
し
、
集

約
を
ひ
と
足
早
く
実
施
し

た
。
高
炉
各
社
が
生
産
体

制
を
筋
肉
質
に
し
、
営
業

面
で
も
ひ
も
付
き
向
け
の

販
売
価
格
を
改
善
し
て
収

益
力
を
高
め
る
の
は
、
製

品
開
発
や
海
外
投
資
な
ど

海
外
勢
と
の
競
争
に
加

え
、
脱
炭
素
に
向
け
た
研

究
開
発
へ
の
多
額
の
投
資

が
長
期
に
続
く
た
め
だ
。

中
国
で
は
設
備
廃
棄
や

製
鉄
所
の
臨
海
移
転
が
短

期
に
行
わ
れ
、
生
産
構
造

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
。
世
界
最
大
の
鉄
鋼
生

産
地
の
河
北
省
は
臨
海
の

製
鉄
所
の
生
産
能
力
が
数

年
後
に
5
0
0
0
万
㌧
程

度
に
増
え
る
。
水
素
還
元

製
鉄
の
研
究
開
発
も
民
営

含
め
複
数
の
企
業
が
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。

「
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
の

中
国
」（
橋
本
社
長
）
に
対

抗
す
る
た
め
、
培
っ
た
有

形
無
形
の
経
営
資
源
を
糧

と
し
つ
つ
効
率
を
上
げ
、

競
争
力
を
引
き
上
げ
る
。

高
炉
は
い
く
つ
か
止
ま
る

が
、
企
業
の
成
長
の
火
は

強
さ
を
増
し
て
い
く
。

（
植
木

美
知
也
）

プ
ラ
イ
メ
タ
ル
ズ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
30
日
、
ド

イ
ツ
の
テ
ィ
ッ
セ
ン
ク
ル

ッ
プ
と
の
間
で
、
脱
炭
素

の
革
新
的
な
技
術
の
一
つ

「
シ
ー
ケ
ン
ス
・
イ
ン
パ
ル

ス
・
プ
ロ
セ
ス（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）」

の
市
場
投
入
に
向
け
独
占

的
な
協
同
契
約
を
締
結
し

た
と
発
表
し
た
。
Ｓ
Ｉ
Ｐ

は
テ
ィ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ

の
子
会
社
で
あ
る
テ

ィ
ッ
セ
ン
ク
ル
ッ
プ

Ａ
Ｔ
プ
ロ
テ
ッ
ク
が

鋳
造
所
の
キ
ュ
ー
ポ

ラ
使
用
を
目
的
に
開

発
し
た
技
術
で
、
テ

ィ
ッ
セ
ン
で
は
こ
の

技
術
の
基
本
原
理
を

高
炉
プ
ロ
セ
ス
に
応

用
し
、
ド
イ
ツ
・
デ

ュ
ー
ス
ブ
ル
グ
に
あ

る
シ
ュ
エ
ガ
ン
製
鉄
所
の

第
1
高
炉
に
Ｓ
Ｉ
Ｐ
フ
ル

シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
昨
年

か
ら
検
証
を
進
め
、
こ
れ

ま
で
に
効
果
を
確
認
し

た
。
気
候
変
動
の
影
響
か

ら
世
界
的
に
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
動
き
が
加

速
す
る
中
、
プ
ラ
イ
メ
タ

ル
ズ
と
テ
ィ
ッ
セ
ン
は
革

新
的
な
高
炉
技
術
に
向
け

協
同
態
勢
を
組
む
。

高
炉
に
微
粉
炭
な
ど
の

代
替
燃
料
を
熱
風
で
吹
き

込
む
と
、
投
入
に
必
要
な

コ
ー
ク
ス
比
率
を
減
ら
せ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

が
、
代
替
燃
料
の
燃
焼
促

進
に
は
酸
素
富
化
が
不
可

欠
と
な
る
。
た
だ
、
そ
の

た
め
に
は
多
く
の
プ
ロ
セ

ス
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
運
用
面
で
の
課
題
が

多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
酸
素
富
化
を

再
利
用
す
る
こ
と
で
、
一

連
の
制
御
さ
れ
た
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ル
ス
に
よ
り
、

レ
ー
ス
ウ
ェ
イ
で
の
局
所

濃
度
を
高
め
、
燃
料
の
燃

焼
と
変
換
を
改
善
す
る
技

術
。
ガ
ス
の
流
れ
と
排
湯

性
も
向
上
す
る
と
さ
れ

る
。
総
燃
料
消
費
量
が
削

減
さ
れ
る
た
め
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
削
減
に
つ

な
が
る
。

需
給
の
ひ
っ
迫
が
続
く

中
径
角
形
鋼
管
市
況
は
前

月
ま
で
に
ト
ン
当
た
り
1

万
円
上
伸
し
、
東
京
地
区

の
中
心
値
は
黒
皮
ベ
ー
ス

サ
イ
ズ
（
肉
厚
2
・
3
㍉

×
縦
1
0
0
㍉
×
横
幅
1

0
0
㍉
）
で
同
15
万
円
に

到
達
し
た
。
建
材
メ
ー
カ

ー
の
断
続
的
な
値
上
げ
を

受
け
て
、
流
通
大
手
を
中

心
に
唱
え
上
げ
が
進
み
、

市
中
在
庫
の
品
薄
感
な
ど

を
背
景
に
相
場
上
昇
に
つ

な
が
っ
た
。
1
日
か
ら
は

関
東
近
郊
の
流
通
大
手
を

中
心
に
同
16
万
円
の
提
示

も
散
見
さ
れ
、
上
昇
局
面

は
続
く
見
通
し
だ
。

中
径
角
市
況
の
近
年
の

最
高
値
は
2
0
0
8
年
8

月
の
13
万
1
0
0
0
円
。

足
元
で
は
、
品
薄
が
続
く

鋼
板
類
と
同
様
に
中
径
角

の
需
給
は
タ
イ
ト
化
し
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前

の
水
準
を
上
回
っ
て
い

る
。建

材
メ
ー
カ
ー
大
手
の

日
鉄
建
材
は
、
母
材
と
な

る
薄
板
の
世
界
的
な
価
格

高
騰
を
引
き
合
い
に
今
年

度
、
6
月
分
で
同
1
万

円
、
7
月
分
で
同
2
万

円
、
9
月
分
で
1
万
円
そ

れ
ぞ
れ
値
上
げ
す
る
と
表

明
。
昨
年
11
月
分
か
ら
の

値
上
げ
幅
は
累
計
6
万
円

と
な
っ
た
。

メ
ー
カ
ー
の
販
売
価
格

引
き
上
げ
に
伴
い
、
流
通

で
は
唱
え
上
げ
を
加
速
。

9
月
末
ま
で
に
市
中
相
場

は
約
5
万
円
程
度
上
昇
し

た
。
扱
い
筋
は
「
メ
ー
カ

ー
の
上
げ
幅
に
は
ま
だ
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
秋
の

需
要
期
を
迎
え
、
在
庫
も

低
水
準
に
あ
る
。
採
算
割

れ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
、
再
販
価
格
の
引
き
上

げ
を
継
続
す
る
」と
い
う
。

地
区
流
通
大
手
で
は
10

月
中
の
「
市
中
相
場
16
万

円
の
形
成
」（
大
手
扱
い

筋
）
を
目
指
し
、
売
り
腰

を
強
め
る
構
え
。

鉄
鋼
専
門
商
社
の
光
洋

商
事（
大
阪
・
東
京
本
社
、

吉
村
佳
哉
社
長
）
は
こ
の

ほ
ど
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
＝
写
真
。
デ
ザ
イ
ン
を

刷
新
し
、
鉄
鋼
一
次
商
社

で
あ
る
と
と
も
に
加
工
や

非
鉄
金
属
を
扱
う
な
ど
、

同
社
の
特
徴
や
強
み
を
打

ち
出
し
た
作
り
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
更
新
回
数
を

高
め
、
事
例
・
実
績
な
ど

の
情
報
提
供
を
強
め
て
い

く
。以

前
か
ら
営
業
ツ
ー
ル

や
採
用
活
動
と
し
て
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、

昨
年
12
月
か
ら
若
手
や
中

堅
社
員
に
よ
る
企
画
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ス
タ
ー
ト
。
ウ
ェ
ブ

デ
ザ
イ
ン
会
社
の
協
力
を

得
て
、
見
や
す
く
洗
練
さ

れ
た
サ
イ
ト
に
一
新
し

た
。基

本
情
報
以
外
に
も
、

「
光
洋
商
事
の
強
み
」「
事

例
実
績
」
の
ペ
ー
ジ
を
新

た
に
加
え
、
加
工
セ
ン
タ

ー
の
活
用
や
非
鉄
金
属
取

り
扱
い
も
含
め
て
全
国
で

幅
広
い
分
野
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
。
採
用
ペ
ー
ジ
も
拡
充

し
、
社
員
や
採
用
担
当
者

の
声
を
入
れ
る
な
ど
、
就

活
生
に
会
社
の
雰
囲
気
が

伝
わ
り
や
す
く
工
夫
さ
れ

て
い
る
。

同
社
で
は
会
社
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
今
月
中
旬
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
で
、
得

意
と
す
る
分
野
を
的
確
に

情
報
提
供
し
、
さ
ら
な
る

ユ
ー
ザ
ー
獲
得
に
つ
な
げ

て
い
く
考
え
だ
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
、
普
通

鋼
電
炉
工
業
会
、
日
本
鋳

鍛
鋼
会
は
30
日
、
水
銀
大

気
排
出
抑
制
の
自
主
的
取

り
組
み
の
2
0
2
0
年
度

実
績
を
公
表
し
た
。
3
団

体
の
会
員
55
社
を
対
象
に

調
査
し
た
焼
結
炉
、
製
鋼

用
電
気
炉
の
全
て
で
設
定

し
た
自
主
管
理
基
準
値
を

達
成
し
た
。

20
年
度
は
焼
結
炉
29
施

設
、
電
気
炉
1
2
5
施
設

で
排
ガ
ス
中
の
水
銀
濃
度

を
測
定
し
た
。
両
施
設
と

も
基
準
の
ノ
ル
マ
ル
立
方

㍍
当
た
り
50
㍃
㌘
を
達
成

し
た
。

13
年
に
水
銀
に
関
す
る

水
俣
条
約
が
採
択
さ
れ
、

日
本
国
内
の
措
置
と
し
て

大
気
汚
染
防
止
法
が
改
正

さ
れ
た
。

焼
結
炉
、
製
鋼
用
電
気

炉
は
条
約
対
象
外
だ
が
、

要
排
出
抑
制
施
設
と
し
て

自
主
的
取
り
組
み
が
必

要
。
こ
れ
を
受
け
て
3
団

体
で
は
18
年
度
か
ら
自
主

的
取
り
組
み
を
共
同
実
施

し
て
い
る
。

金
属
な
ど
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
大
手
の
リ
バ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
こ
の

ほ
ど
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
レ
ポ
ー
ト
2
0
2
1
」

を
発
行
し
、
グ
ル
ー
プ
の

持
続
可
能
性
に
対
す
る
活

動
内
容
な
ど
を
環
境
・
社

会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
「
Ｅ

Ｓ
Ｇ
」
の
各
観
点
に
沿
っ

て
ま
と
め
た
。

レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
2

0
2
0
年
度
の
グ
ル
ー
プ

全
体
の
再
生
資
源
量
は
約

67
万
5
0
0
0
㌧
を
計

上
。
う
ち
、
単
一
素
材
が

26
万
㌧
（
前
年
度
比
1
0

0
0
㌧
増
）、複
合
素
材
が

32
万
5
0
0
0
㌧
（
前
年

度
比
2
万
2
0
0
0
㌧

減
）、サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク

ル
の
原
料
と
し
た
も
の
が

9
万
㌧
（
前
年
度
は
「
廃

棄
物
」と
し
て
カ
ウ
ン
ト
）

だ
っ
た
。
受
け
入
れ
資
源

量
は
72
万
9
0
0
0
㌧
。

前
年
度
比
で
2
万
7
0
0

0
㌧
減
少
し
た
。

単
一
素
材
の
受
け
入
れ

資
源
量
は
前
年
度
比
で
微

増
し
た
が
、
複
合
素
材
の

受
け
入
れ
量
は
6
％
減

少
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
の「
巣
ご
も
り
需
要
」

で
家
電
の
買
い
替
え
が
進

み
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
は

増
え
た
が
、
半
導
体
が
世

界
的
に
不
足
し
自
動
車
メ

ー
カ
ー
を
中
心
に
事
業
活

動
が
停
滞

し
、
廃
棄
物

の
発
生
量
は

減
っ
て
い

た
。あ

わ
せ
て

リ
バ
ー
Ｈ
Ｄ

の
松
岡
直
人

社
長
と
タ
ケ

エ
イ
の
阿
部

光
男
社
長
の

対
談
も
掲

載
。
両
社
は

き
ょ
う
10
月

1
日
に
経
営

統
合
し
共
同

持
株
会
社

「
Ｔ
Ｒ
Ｅ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
」
を
立

ち
上
げ
、
東

証
1
部
に
上
場
す
る
。

本
レ
ポ
ー
ト
は
リ
バ
ー

Ｈ
Ｄ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https
:
//w
w
w
.r

e-ver.co.jp/sustai
nability

/report.ht
m
l

）
か
ら
も
閲
覧
で
き

る
。

日
本
鉄
源
協
会
の
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
市
況
調
査
に
よ

る
と
、
9
月
第
4
週
の
関

東
、
中
部
、
関
西
の
3
地

区
電
炉
メ
ー
カ
ー
炉
前
価

格
（
Ｈ
2
）
の
平
均
価
格

は
、
前
週
比
ト
ン
7
5
9

円
高
の
4
万
5
5
4
3
円

だ
っ
た
。

地
区
別
に
見
る
と
、
関

東
が
ト
ン
4
万
1
3
3
3

円
、
中
部
は
同
4
万
6
4

2
0
円
、
関
西
は
同
4
万

8
8
7
5
円
だ
っ
た
。

新
家
工
業
は
30
日
、
2

0
2
1
年
4
―
9
月
期
連

結
業
績
予
想
を
上
方
修
正

し
た
。
建
築
や
自
動
車
関

連
な
ど
の
需
要
堅
調
で
設

備
稼
働
率
が
向
上
、
利
益

率
が
改
善
さ
れ
た
一
方
、

販
売
価
格
是
正
が
進
捗
し

た
た
め
。

三
晃
金
属
工
業
は
30

日
、
2
0
2
1
年
度
中
間

期
、
通
期
の
連
結
業
績
予

想
を
上
方
修
正
し
た
。
ソ

ー
ラ
ー
屋
根
工
事
の
受
注

増
、
高
収
益
商
品
拡
大
な

ど
に
加
え
、
工
事
管
理
強

化
に
よ
る
原
価
低
減
お
よ

び
固
定
費
コ
ス
ト
低
減
効

果
の
た
め
。
ま
た
、
期
末

配
当
予
想
は
前
回
発
表
か

ら
50
円
増
配
の
1
株
1
0

0
円
と
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
は
30
日
、
2
0

2
1
年
度
後
期
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
評
価
支
援
業
務
の

実
施
体
制
を
発
表
し
た
。

3
件
の
提
案
の
う
ち
日
鉄

総
研
が
採
択
さ
れ
た
。

■会社概要
新社名 新報国マテリアル株式会社

（英文＝Shinhokoku Material Corp.）
資本金 1億7550万円
本 社
所在地 埼玉県川越市新宿町5―13―1

三重工場 三重県川越町大字高松字中島835―1

従業員 100人（2021年9月30日現在）

業績予想修正（連結） （単位 :100万円）

上段は前回予想、下段が修正予想

売上高 営業利益 経常利益 純利益

新家工業 （4月―9月期）

17,000 500 500 300

18,000 1,200 1,300 800

三晃金属工業 （4月―9月期）

15,500 458 457 281

15,700 800 800 540

三晃金属工業 （4月―3月期）

32,500 1,002 1,000 612

33,200 1,800 1,800 1,220

20年度は再生資源量67．5万㌧、受け入れ資源量72．9万㌧を計上

次世代担う研究者育成に力

日刊産業新聞21.10.1

材
料
開
発
で
社
会
を
変
革

材
料
開
発
で
社
会
を
変
革

成瀬正社長

4
面
に
人
事
異
動

鋳
造
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に
設
置
さ
れ
た
40

台
の
酸
素
注
入
装
置
（
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
グ
高
炉

シ
ュ
エ
ガ
ン
製
鉄
所
第
1
高
炉
）

成長の火、一層強く
生産体制を抜本改革生産体制を抜本改革

新報国製鉄が社名変更

新報国マテリアルの展望新報国マテリアルの展望


